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１
０
８
カ
所
で

午
後
７
時
ま
で
に

■
選
挙
の
日
程

公
示
日
＝
６
月
24
日
㈭

投
票
日
＝
７
月
11
日
㈰

■
投
票
時
間
・
投
票
所

時
間
＝
午
前
７
時
～
午
後
７
時

（
東
金
丸
自
治
会
館
、
三
夜
沢
赤

城
神
社
氏
子
会
館
、
西
大
河
原
集

落
セ
ン
タ
ー
、
箕
輪
地
区
公
民
館
、

大
洞
区
公
民
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

投
票
所
＝
市
内
１
０
８
カ
所

■
投
票
で
き
る
人

　
平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
こ
と
し
３
月
23
日

以
前
か
ら
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
引
き
続
き
記
録
さ
れ
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

■
投
票
方
法

〈
選
挙
区
〉
候
補
者
氏
名
を
記
入

〈
比
例
代
表
〉
候
補
者
氏
名
か
政

党
名
な
ど
を
記
入

■
市
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　
６
月
11
日
以
降
に
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
わ
っ
て
記
載
し
投
票
で
き

　７月11日㈰は参議院議員通常選挙の投票日
です。明日の日本を決める大切な選挙。あな
たの一票を無駄にせず、必ず投票しましょう。

ま
す
。
投
票
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

■
点
字
投
票

　
目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
で
投

票
で
き
ま
す
。
点
字
投
票
用
紙
と

点
字
器
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
投

票
所
係
員
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票

■
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
人

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
病
院
、
老
人
・
身
体
障
害
者
施

設
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人

は
、
施
設
内
で
投
票
で
き
ま
す
。

本
市
で
は
43
カ
所
の
病
院
・
施
設

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に
は
自
宅

で
投
票
で
き
る
「
郵
便
等
に
よ
る

　３連の折りたたみ式の圧着ハガキ（シーリングメール）で入場券を郵
送します。１通に４人分の入場券を表示。両面を開いて入場券をミシン
目に沿って切り離し、投票所へ持参してください。有権者が５人以上の
世帯へは、複数のハガキが郵送されます。入場券を紛失した場合には、
投票所で再発行しますので、投票所係員に申し出てください。

世帯ごとに郵送します
投票所入場券

問い合わせは　選挙管理委員会事務局　☎898−6742
　　入場券については　市民課　☎898−6106

託します。わたしの未来。
通常選挙
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不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
き
は
、

事
前
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
対
象
は

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
自
署

で
き
る
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
、両
下
肢
・

体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
が
１
級

か
２
級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の

障
害
が
１
級
か
３
級
。
免
疫
・
肝

臓
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で

の
記
載
の
あ
る
人
。

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
・

体
幹
の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
ま
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小

腸
・
肝
臓
の
障
害
が
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で
の
記
載
の
あ
る

人
。

③
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
、
要

介
護
区
分
が
要
介
護
５
の
記
載
の

あ
る
人
。

　
ま
た
、
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
に

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
程
度
が

１
級
と
記
載
の
あ
る
人
や
戦
傷
病

者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
と
記
載
の
あ
る
人
は
、
代
理

記
載
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
期
限
＝
７
月
７

日
㈬
（
必
着
）

■
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　
投
票
す
る
資
格
が
あ
っ
て
市
外

に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
す
る
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ

て
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

本
市
か
滞
在
す
る
市
町
村
に
問
い

合
わ
せ
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は

７
月
２
日
㈮
の
朝
刊
で

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
は
、

新
聞
折
り
込
み
で
各
家
庭
へ
配

布
。７
月
２
日
㈮
の
上
毛
・
朝
日
・

毎
日
・
読
売
・
産
経
・
東
京
新
聞

の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
こ
れ

以
外
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
る
家

庭
や
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
家

庭
へ
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
、

水
道
局
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
の

市
有
施
設
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
、
上
毛
電

鉄
中
央
前
橋
駅
・
大
胡
駅
・
粕
川

駅
、
各
郵
便
局
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。開

票
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

　
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後

８
時
15
分
か
ら
市
立
前
橋
高
体
育

館
で
行
い
ま
す
。
投
票
状
況
と
開

票
結
果
は
、
市
役
所
西
玄
関
に
掲

示
。
ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

速
報
し
ま
す
。

　市内16カ所（下表のとおり）に期日前投票所を開設。投票日当日、
仕事や旅行などで投票に行くことができない場合、宣誓書に記入
の上、前もって投票することができます。どの会場でも投票が可能。
入場券を持参し、利用しやすい期日前投票所で投票してください。

市内16カ所に
期日前投票所

期日前投票所
施設名 期間 時間

市役所（1階市民ロビー） ７月10日㈯まで 午前８時30分～午後８時
大胡支所

７月５日㈪～10日㈯ 午前９時～午後８時

宮城支所
粕川支所
富士見支所
上川淵公民館
下川淵公民館
芳賀公民館
桂萱公民館
東公民館
元総社公民館
総社公民館
南橘公民館
清里公民館
永明公民館
城南公民館

託します。わたしの未来。
７月11日日は参議院議員
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納
税・納
入
通
知
書
を
郵
送

国
民
健
康
保
険
税

■
納
税
義
務
者

　
国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
で
す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入

し
て
い
な
く
て
も
家
族
の
誰
か
が

加
入
し
て
い
る
場
合
、
世
帯
主
あ

て
に
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

■
主
な
変
更

①
医
療
給
付
費
分
の
課
税
限
度
額

を
47
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上

げ
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
課
税

限
度
額
を
12
万
円
か
ら

13
万
円
に
引
き
上
げ
ま

す
。

③
富
士
見
地
区
に
つ
い

て
は
異
な
る
税
率
で
課

税
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
は
統
一
さ

れ
ま
す
。

■
本
年
度
の
課
税
内
容

　
国
保
税
の
年
税
額
は

医
療
給
付
費
分
（
所
得

割
・
被
保
険
者
均
等
割
・

世
帯
別
平
等
割
）
と
後

期
高
齢
者
支
援
金
分（
所

得
割
・
被
保
険
者
均
等

割
）
と
介
護
納
付
金
分

（
所
得
割
・
被
保
険
者

均
等
割
）
の
合
計
で
す
。

こ
の
額
を
、
７
月
～
来

年
２
月
の
年
８
回
（
年

金
天
引
き
の
人
は
年
６

回
）
の
納
期
に
振
り
分

け
て
納
付
し
ま
す
。
本

年
度
の
税
額
は
表
１
の
と
お
り
。

医
療
給
付
費
分
と
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
は
全
員
、
介
護
納
付
金
分

は
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
対

象
で
す
。

　
国
保
税
は
年
度
ご
と
に
計
算
し

決
定
し
ま
す
が
、
年
度
の
途
中
で

加
入
し
た
場
合
は
資
格
が
発
生
し

た
月
の
分
か
ら
の
国
保
税
を
、
ま

た
、
脱
退
し
た
場
合
は
資
格
の
な

く
な
っ
た
月
の
前
月
分
ま
で
の
国

保
税
を
月
割
り
で
計
算
し
た
額
を

納
め
ま
す
。
な
お
、
加
入
者
が
年

度
の
途
中
で
75
歳
に
な
る
場
合
は
、

誕
生
日
の
あ
る
月
の
前
月
分
ま
で

課
税
さ
れ
、
月
割
分
を
減
額
し
て

国
保
税
を
計
算
し
ま
す
。

〈
所
得
割
〉
加
入
者
全
員
の
昨
年
の

所
得
を
基
礎
に
課
税
を
計
算
。
加

入
者
ご
と
に
昨
年
の
総
所
得
金
額

か
ら
33
万
円
を
控
除
し
た
金
額
を

合
算
し
税
率
を
掛
け
ま
す
。

〈
被
保
険
者
均
等
割
〉
加
入
者
の
人

数
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

　

国
保
税
に
つ
い
て
は　

国
民
健
康
保
険
課　

☎
８
９
８
―
６
２
５
０

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は　

同
課　

☎
８
９
８
―
５
９
５
５

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

の
納
税
通
知
書
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
を
７

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
国
保

税
は
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に

充
て
る
大
切
な
財
源
。
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
負
担
能
力
に
応
じ

て
納
付
す
る
仕
組
み
で
す
。
期

限
を
守
っ
て
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

運動をしていつまでも健康に

国保税の税額　　　　　

区分
平成21年度 平成22年度

富士見地区 
を除く市域

富士見地区 本市全域

医療給付費分

所得割率 6.10% 5.70% 6.10%
被保険者均等割額 １万9,200円 2万2,800円 １万9,200円
世帯別平等割額 ２万1,600円 2万4,600円 ２万1,600円
課税限度額 47万円 50万円

後期高齢者
支援金分

所得割率 2.00% 1.70% 2.00%
被保険者均等割額 7,200円 7,800円 7,200円
課税限度額 12万円 13万円

介護納付金分
所得割率 1.86% 1.60% 1.86%
被保険者均等割額 １万2,960円 1万2,000円 １万2,960円
課税限度額 10万円 10万円

表1
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〈
世
帯
別
平
等
割
〉
加
入
世
帯
に
一

律
で
計
算
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
軽
減
制
度

　
昨
年
の
所
得
が
一
定
金
額
以
下

の
場
合
、
次
の
と
お
り
国
保
税
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
人
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
人
数
・
所
得

を
含
め
て
軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
や
住
民
税
が
未

申
告
の
場
合
は
軽
減
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
が
33
万
円
を
超

え
な
い
世
帯
は
、
被
保
険
者
均
等

割
額
と
世
帯
別
平
等
割
額
を
７
割

軽
減
。

②
昨
年
中
の
所
得
が
、
24
万
５
，

０
０
０
円
×
（
被
保
険
者
数
ー
１
）

＋
33
万
円
以
下
の
世
帯
は
、
被
保

険
者
均
等
割
額
と
世
帯
別
平
等
割

額
を
５
割
軽
減
。

③
昨
年
中
の
所
得
が
、
35
万
円
×

被
保
険
者
数
＋
33
万
円
以
下
の
世

帯
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
と
世

帯
別
平
等
割
額
を
２
割
軽
減
。

④
社
会
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
、
65

歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
国
保
に
加

入
し
た
場
合
、
国
保
税
の
一
部
が

当
分
の
間
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
者
は
申
請
が
必
要

で
す
。

⑤
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
で
雇
用
保
険

の
失
業
な
ど
の
給
付
を
受
け
る
人

は
、
昨
年
の
給
与
所
得
を
30
％
に

減
額
し
て
算
定
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
発
行
す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
印
鑑
、
国
保
の
保
険
証
を

用
意
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
、
離
職
時
に
65
歳
未
満
で

あ
り
、
そ
の
後
任
意
継
続
を
除
く

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
こ

と
が
条
件
で
す
。

■
納
税
は
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
で

　
国
保
税
の
納
税
は
、
銀
行
な
ど

の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
該
当

す
る
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
は
バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
納

付
書
や
各
期
の
金
額
が
30
万
円
を

超
え
る
も
の
、
現
金
以
外
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
滞
納
が
続
く
と

　
滞
納
が
続
く
と
、
保
険
証
を
返

還
し
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
に

資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
そ

　国民年金には、所得が少なく保険料を納めることが困難な場合に、保
険料が免除になる制度や、30歳未満の人には若年者納付猶予制度があ
ります。これらは、６月30日で承認期間が切れるため、原則として毎年
申請が必要です。
　今まで免除を受けていて引き続き免除を希望する人（継続審査が承認
されている人を除く）や新たに免除を希望する人は申請してください。
申し込み＝市役所市民課、城南・大胡・宮城・粕川・富士見各支所、前橋年
金事務所へ直接

申請は毎年必要です
国民年金の保険料免除

問い合わせは
　市民課　☎898−6254
　前橋年金事務所　☎231−1706

の
場
合
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
、

い
っ
た
ん
医
療
費
を
全
額
支
払
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
の
減
免

　
災
害
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
、
特
別

の
事
情
で
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、

国
保
税
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

申
請
に
よ
っ
て
国
保
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　
75
歳
以
上
の
人
と
、
一
定
の
障

害
が
あ
り
認
定
を
受
け
た
65
歳
～

74
歳
の
人
。

■
保
険
料
の
納
め
方

①
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
）

　「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
納
付
書
や
口
座
振
替

に
よ
っ
て
個
別
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
年
度
途
中
か
ら
特
別

徴
収
と
な
る
人
も
い
ま
す
。

②
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
徴
収
）

　「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
」（
本
算
定
分
）
を
郵
送
し
ま
す
。

■
保
険
料
の
計
算
方
法

　
保
険
料
は
２
年
に
１
度
見
直
し

ま
す
。
本
年
度
、
来
年
度
の
変
更

点
は
あ
り
ま
せ
ん
（
表
２
の
と
お

り
）。
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が

等
し
く
負
担
す
る
均
等
割
額
（
３

万
９
，
６
０
０
円
）
と
、
所
得
に

応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
（
昨
年

の
総
所
得
か
ら
33
万
円
を
控
除
し

た
額
×
７
・
３
６
％
）
の
合
計
で
計

算
。
賦
課
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

な
お
、
一
定
基
準
を
下
回
る
低
所

得
世
帯
の
人
は
、
均
等
割
額
と
所

得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人

　
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
に
加
入
し
保

険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

９
割
軽
減
さ
れ
た
均
等
割
額
の
み

の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
人
は
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月

以
後
２
年
を
経
過
す
る
ま
で
に
限

り
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
期
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

■
保
険
料
の
減
免

　
災
害
な
ど
特
別
の
事
情
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

後期高齢者医療保険料　　

区分
平成20・21年度 平成22・23年度

本市全域

所得割率 7.36%

均等割額 3万9,600円

賦課限度額 50万円

※昨年度から軽減割合や該当条件の変更はありません。

表２

本年度の納税・納入通知書
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が
あ
り
ま
す

■
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
70
歳
未
満
の
入
院
患

者
は
、
申
請
し
認
定
さ
れ
る
と
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
医
療
機
関
で
保
険
証
と
一

緒
に
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
医

療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
。
自
己
負
担
限
度
額
は

表
１
の
と
お
り
。
本
市
で
の
外
来

診
療
に
は
「
高
額
医
療
費
受
領
委

任
払
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
70
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者

　
自
己
負
担
限
度
額
は
表
２
の
と

お
り
。
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
高

齢
受
給
者
は
、
申
請
す
る
と
「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
、
入
院
時
の
医
療
費
の
一
部
負

担
金
額
と
食
事
療
養
費
の
標
準
負

担
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

申
請
し
認
定
さ
れ
る
と
「
後
期
高

齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
入
院
医
療
費
の
一
部
負
担

金
額
が
表
２
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
、

食
事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

■
入
院
時
食
事
療
養
費
標
準
負
担

額　
表
３
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は

　

国
民
健
康
保
険
課　

☎
８
９
８
―
６
２
４
９

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は　

同
課　

☎
８
９
８
―
６
２
５
３

国
保
加
入
者
の
入
院
医
療
費
な
ど

軽
減
制
度

入院時食事療養費標準負担額
対象 １食あたりの負担額
一般 260円

市民税非課税世帯などの人
（70歳以上は表２で低所得Ⅱの人）

入院が90日以内 210円
入院が過去１年間に90日以上 160円

70歳以上で表２の低所得Ⅰの人 100円

表３

70歳以上の自己負担限度額
区分 対象 入院・世帯ごとの限度額

低所得Ⅱ
世帯主と国保加入者（後期高齢者医療制度加入者は世帯全員）が市
民税非課税の人

２万4,600円

低所得Ⅰ
世帯主と国保加入者（後期高齢者医療制度加入者は世帯全員）が市
民税非課税で、かつ各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得
が０円になる世帯の人

１万5,000円

※現役並み所得者は８万100円*、市民税課税世帯の人は４万4,400円が入院・世帯ごとの自己負担限度
額です。
*総医療費が26万7,000円を超えた場合、超過額の１％を追加負担。

表２

70歳未満の自己負担限度額
上位所得者（基礎控除後の所得600万円超） 15万円*（８万3,400円）
一般 ８万100円*（４万4,400円）
市民税非課税世帯 ３万5,400円（２万4,600円）
*総医療費が上位所得者50万円、一般26万7,000円を超えた場合、超過額の１％を追加負担。 
※（　）内は年４回以上該当した場合の４回目以降の額。 
※所得の申告がないと上位所得者として扱います。

表１
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65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

　
満
65
歳
に
な
っ
た
日
（
誕
生
日
の
前
日
）
の
月
の

分
か
ら
算
定
。
一
人
一
人
が
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

■
保
険
料
の
決
め
方

　
４
月
１
日
現
在
の
世
帯
員
の
市
民
税
課
税
状
況
と

本
人
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
、
９
区
分
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

■
納
付
方
法

�
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
４
月
１
日
時
点
で
、
受
給
し
て
い
る
老
齢
基
礎
年

金
な
ど
の
年
間
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の
人
が
対
象

で
す
。

�
普
通
徴
収
（
納
付
書
払
）

　
４
月
１
日
時
点
で
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
な
い
人
、
老
齢
福
祉
年
金
や
恩
給
の
み
を
受

給
し
て
い
る
人
な
ど
が
対
象
。
ま
た
、
年
金
を
受
給

し
て
い
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

①
老
齢
・
退
職
年
金
、
老
齢
基
礎
年
金
、
遺
族
年
金
、

障
害
者
年
金
の
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満
②
４
月

２
日
以
降
に
65
歳
に
な
っ
た
③
４
月
１
日
以
降
に
他

市
町
村
か
ら
転
入
し
た
④
年
金
受
給
権
を
担
保
に
供

し
て
い
る
⑤
年
金
受
給
権
者
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ

た
か
、
提
出
が
遅
れ
た

　
普
通
徴
収
の
人
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
通
帳

と
届
け
出
印
を
用
意
し
、「
口
座
振
替
依
頼
書
」
で
金

融
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
振
替
の
開

始
は
申
し
込
ん
だ
翌
月
末
分
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前

の
分
は
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

�
併
用
徴
収
（
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
併
用
）

　
年
度
途
中
で
の
所
得
額
の
修
正
申
告
な
ど
に
よ
り

介
護
保
険
料
が
変
更
に
な
る
場
合
や
、
納
付
方
法
の

変
更
に
よ
り
併
用
徴
収
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
滞
納
す
る
と

　
介
護
保
険
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
、
滞
納
し
た
期
間
に
応
じ
て
給
付
制

限
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
減
免

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

40
歳
～
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
と
一
緒
に
納

め
ま
す
。
保
険
料
額
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

算
定
方
法
で
決
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
額
を
通
知

納
付
は
期
限
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
は

　
　
介
護
高
齢
課　

☎
８
９
８
―
６
１
５
９

　
７
月
中
旬
、
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
、
本
年
度
の
介
護
保
険
料
額
を
通
知

し
ま
す
。
介
護
は
誰
に
で
も
巡
っ
て
く
る
大
き
な
問
題
。
必
要
な
と
き
誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　市内の事業所などで事業を行う法人か個人で、市内に

所在する事業に使用している事業所用家屋の床面積の合

計が1,000平方㍍を超えるか、従業者数の合計が100人を

超える場合、事業所税の申告納付が必要となります。

■貸しビルなどの所有者は貸付申告書を
　貸しビルなどで事業を行う場合は、借り主が事業所税

の納税義務者となり、事業所用家屋の所有者は必要に応じ

て貸付申告書の提出が必要です。これは貸し付けている部

分の床面積が、所有者の事業所税（資産割）の対象とならな

いことを示すとともに、借り主の事業所税の資料になりま

す。貸付申告書の提出期限は８月２日㈪までです。

■軽減措置（減免）について
　本市では市町村合併によって生じた新税であることや

問い合わせは　市民税課　☎898−5961

始まっています
事業所税の申告納付

法人の終了する事業年度 
（個人の課税期間） 減免・納付割合

６月１日～来年５月31日
（1月1日～12月31日） 5/6 1/6

来年６月1日～平成24年５月31日
（来年１月１日～12月31日） 4/6 2/6

平成24年６月１日 ～平成25年５月31日
（平成24年１月１日～12月31日） 3/6 3/6

平成25年６月１日～平成26年５月31日
（平成25年１月１日～12月31日） 2/6 4/6

平成26年６月１日～平成27年５月31日
（平成26年1月1日～12月31日） 1/6 5/6

平成27年６月１日以降
(平成27年１月１日～12月31日以降) 減免終了

※６月１日以後に終了する事業年度分の申告から適用。

現在の経済情勢を考慮し、中小企業者などの税負担を緩

和するため、事業所税の軽減措置（減免）を行います（下表

のとおり）。期間は５年間で、資本金が１億円以下の法人

などが対象です。ただし資本金が１億円以下でも、資本金

５億円以上の大企業の100％出資の子会社や保険業法に

規定する相互会社などは、対象になりません。

　減免を受けるには、納期限の７日前までに申請が必要で

す。詳しくは問い合わせてください。また、本市ホームペー

ジにも掲載しています。

減免割合 納付割合
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■時代のニーズに応じて

◦情報、環境、国際理

解、キャリアなど時代

のニーズにあった教育

に積極的に取り組みま

す。

　本市教育委員会では「まえばし学校教育充実指針」を策定しました。この指針に基づき、各学校が取り組む
べき内容や方法を検討し、知・徳・体の調和の取れた元気な子どもの育成を目指します。
　概要についてはリーフレットを作成し、児童生徒の家庭へ学校を通して配布しました。また、本市ホームペー
ジにも掲載しています。

　生き生きと学ぶ、元気な前橋の子どもを育てるため、

本指針に大きな３つの柱「学校力を高める学校経営」

「魅力あふれる教育活動」「開かれた学校づくり」を掲

げました。この実現のために、学校では教職員の資質・

能力の向上、安全管理の徹底、学習内容の基礎・基本

の確実な定着、豊かな人間性の育成、家庭・地域との

連携などに力を入れていきます。また、本市教育委員

会では、さまざまな研修や情報提供、関係機関との連

携、指導資料の配布、授業研究での指導助言などを行

うことで、学校の取り組みを支援していきます。

３つの柱を軸に学びを支援

問い合わせは　学校教育課　☎898−5861

■学校での具体的取り組み
■授業の充実のために

◦学習のめあてなど学習の基

礎・基本を示し、学習に合った

授業の形を工夫します。

◦テストを活用・分析し、授業

に生かします。

■読書や学習の習慣づくりに向けて

◦図書館の活用や朝読書などで本に親し

む習慣づくりに取り組みま

す。

◦発表などの言語活動を通

して聞き方・話し方を身に

付けられるよう取り組みま

す。

■健やかな成長のために

◦食・健康・体力向上のため、保健や食の

学習の充実、運動できる環境の整備をしま

す。

◦思いやりの心など豊かな心を育てます。

◦子どもの相談にす

ぐに対応します。

夢や希
望を

はぐく
む
まえばし学校教育
充実指針策定

　来年１月10日㈪にグリーンドーム前橋で開催される
成人祝の式典の企画運営を行う委員を募集します。
対象＝市内在住で次のすべてを満たす人、３人（選考）。
①平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれ②８月
27日㈮～来年１月に10回程度開催される会議に参加
できる
申し込み＝７月30日㈮（必着）までに成人祝に対する

考えや提案などを400字程度にまとめ、履歴書（写真
不要）を同封して、市役所青少年課（☎898-5874）
へ郵送か直接
■案内状の送付
　成人祝の該当者には11月上旬に案内状を送付。市外
転出者で本市の成人祝に参加したい人は、９月以降に
青少年課へ申し込んでください。

あなたのアイデアを
成人祝に生かして
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　警察官や銀行協会の職員を装ってだまし取
ったキャッシュカードから現金を引き出す
手口の詐欺が急増しています。「あなたの口座
から現金が引き出されているので、すぐにキ
ャッシュカードのデータを変更する必要があ
る」などと電話した後、家を訪問し、キャッ
シュカードをだまし取ります。
　警察官や銀行協会の職員が、キャッシュカ

ードの暗証番号を尋ねることはありません。
また、家を訪問してキャッシュカードを預か
ったり、郵送で回収したりすることなどはあ
りません。
　おかしいと思ったら市役所安全安心課か最
寄りの警察署へ連絡してください。また、警
察官を名乗る男が訪ねて来たら、必ず警察手
帳を確認してください。

警察官をかたる詐欺が
多発しています 問い合わせは　安全安心課　☎898−5839

問い合わせは　安全安心課　☎898−6263

問い合わせは　にぎわい商業課　☎210−2273

気を付
けて！

　７月12日㈪から21日㈬まで、夏の県民交通安全運
動を実施。この時季は気温や湿度が上昇し、集中力が
途切れがちになります。交通事故に遭わないよう、ま
た起こさないよう、十分注意しましょう。
■高齢者の交通事故防止
　死亡事故の被害者の約６割が高齢者です。「止まって
安全確認」の基本を意識し、反射材を着用するなど、
事故防止に努めましょう。
■飲酒運転の根絶
　飲酒をするときには自家用車で出掛けないなど、飲
酒運転を未然に防ぎましょう。飲酒運転は絶対にしな
い、させないようにしましょう。
■すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
　「あの時着用していれば命が助かったのに」という

ことのないよう、シートベルトやチャイルドシートは必
ず着用しましょう。
■高齢者しあわせドライブ100の参加者を募集
　100日間無事故無違反を目指す「安全運転の部」と、
公共交通機関を利用する「エコ通勤の部」でコンテスト
を実施。抽選で県内旅行宿泊券などが当たります。詳し
くは問い合わせてください。
期間＝９月23日㈭～12月31日㈮
対象＝県内在住で自動車やバイクを運転する人、３人１
組（いずれか１人は65歳以上）
申し込み＝８月31日㈫までに郵送で。所定の用紙に記入
し、〒371 ｰ 8570大手町一丁目１ｰ１・県交通政策課「し
あわせドライブ係」へ

夏の県民交通安全運動
無事故無違反を目指して

にぎわい資金融資の
対象区域を拡大

          日時                 対戦相手
７/17㈯　午後７時　アビスパ福岡
８/ ８㈰　午後７時　栃木SC
８/29㈰　午後７時　徳島ヴォルティス
会場　正田醤油スタジアム群馬

　7月17日㈯のアビスパ福岡戦で、浴衣

を着てスタジアム観戦に来た女性に、通

常2,500円の自由席チケットを1,000円

で販売します。

浴衣を着て
観戦に行こう

　中心市街地に中小企業者など

が設備投資（店舗の改装や店内設備改修など）するために必要

な資金を融資するにぎわい資金融資制度。

　７月１日より対象区域を中心商店街の重点地区からけやき通

りを経由してJR前橋駅周辺まで拡大します。詳しくは問い合わ

せてください。

対象＝県内で１年以上同一事業を営んでいて、対象区域内に設

備投資する中小企業者など

融資利率＝年利1.0％以内

融資額＝①個人や会社は6,000万円以内（旅館業は１億円以内）

②商店街協同組合などは１億円以内

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION

インフォメーションインフォメーションインフォメーション
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■７月のプラネタリウム
日時＝土日曜・祝日、午前11時・午後２時30分（７月21日
㈬～８月24日㈫の平日は午後２時30分のみ上映）
内容＝〈天文学シリーズ〉「環のある惑星・土星」〈星座のお
話〉「ベストセレクション」
■子ども映画会
日時＝７月17日㈯午後１時30分

内容＝「不思議の国のアリス」「わんぱくウサギ～ターくん
のぼうけん」
■マジックショー
日時＝７月25日㈰午後２時
■夏季教室
　市内在住・在学の児童生徒を対象に、下表のとおり夏季
教室を開催します。

　先月から特集している子ども夏休みガイド。第２弾の今
回は、児童文化センターや図書館のイベントを中心に紹介
します。

児童文化センター
に行こう

教室
番号 教室名（A、Bは同じ内容） 実施日 時間 対象 定員 費用

1 オカリナをつくろう
７月22日㈭

午前９時30分～正午 小４～中３
（両日とも参加できる人） 20人 500円

８月５日㈭

2 山の生き物を観察しよう ７月22日㈭ 午前９時～午後３時 小１～小３
（小１は親子で）

各30人

無料

3 勾
まがたま

玉作りに挑戦しよう ７月23日㈮ 午前９時～午後０時30分 小４～中３ 200円

4 粘土で作ろう（Ａ）
７月24日㈯

午前９時30分～11時30分
小１～小３ 各600円

5 粘土で作ろう（Ｂ） 午後１時～３時

6 不思議!!光る人工イクラをつくろう ７月25日㈰ 午前９時30分～11時30分 小３～小６ 20人 500円

7 馬の絵をかこう（Ａ） ７月27日㈫ 午前９時～午後３時 小１～小３
各30人

100円

8 本物みたいなチョコレートをつくろう ７月30日㈮ 午前９時30分～正午 小４～中３ 600円

9 コイン選別機をつくろう ８月１日㈰ 午前９時30分～11時30分 小３～小６ 20人 200円

10 化石採集に行こう（Ａ） ８月２日㈪ 午前９時～午後３時 小４～中３

各30人

無料

11 ザリガニの絵をかこう ８月４日㈬ 午前９時～正午 小１～小３ 100円

12 化石採集に行こう（Ｂ）

８月６日㈮

午前９時～午後３時

小４～中３ 無料
13

日本の楽器を演奏しよう
（①そう②尺八③三味線）

午前９時～正午

①は15人
②は10人
③は10人

14 君も画家になって点描画をかこう ８月７日㈯ 小４～小６

各30人

100円

15 川の生き物を観察しよう ８月９日㈪ 小３～小６ 無料

16 馬の絵をかこう（Ｂ） ８月10日㈫ 午前９時～午後３時 小１～小３ 100円

●申し込みは７月11日㈰（必着）までに往復ハガキで。１教室につき１人１通（A、Bの場合はいずれか１つ。複数の応募は無効）。［往］
教室番号・教室名（「日本の楽器を演奏しよう」は、①そう②尺八③三味線から第１希望、第２希望を記入。「勾玉作り」は、白、さくら、緑、
グレー、黒の５色から１つ選んで記入）・実施日・児童生徒氏名（ふりがな）・学校名・学年・保護者氏名・住所・電話番号［復］応募者の
あて先（郵便番号・住所・保護者氏名・児童生徒氏名）［あて先］〒371-0013西片貝町５ｰ７・児童文化センター「夏季教室係」へ
●７月14日㈬の公開抽選後、結果を返信します。

児童文化センター　☎224−2548

どこに
出掛けよう？

第2弾子ども
夏休みガイド子ども
夏休みガイド
お 役 立 ち
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■子どもたちの明るい未来を作品に
　前橋のこどもを明るく育てるための標語・絵画を
募集します。
対象＝小学生以上
規格＝〈標語〉応募用紙に記入〈絵画〉４つ切り画用
紙で、画材は自由。画面に標語などは記入しない。裏
面に各地区公民館、青少年課などにある応募用紙を
貼り付ける
申し込み＝８月30日㈪までに一中～五中地区は各
中学校、それ以外は各地区公民館へ

■明るい選挙啓発ポスターコンクールに力作を
　作品の中に明るい選挙を推進する標語を入れてくだ
さい。12月には市役所１階市民ロビーで優秀作品の展
示を行います。
対象＝小中学生・高校生
作品＝４つ切りか８つ切り画用紙で、画材は自由。作品
の裏面右下に学校名・学年・氏名（ふりがな）を記入
申し込み＝９月３日㈮までに市役所選挙管理委員会事
務局（☎898-6742）へ直接

■夏のこどもフェスティバル
日時＝７月17日㈯午前11時～正午
内容＝大型絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、エプロンシ
アターなど
■こども図書館でおねえさんとあそぼう！
日時＝①７月19日㈪午前11時～正午②同午後２時～３時
内容＝絵本の読み聞かせ、手遊び、リズム体操など
申し込み＝以上の２つは当日同館へ直接
■バイリンガル絵本・英語絵本の読み聞かせ会
日時＝７月24日㈯午前11時～正午
対象＝小学生、先着20人
■牛乳パックを使ってビックリ絵本をつくろう！
日時＝７月31日㈯・８月１日㈰の２回、午前10時～正午
対象＝小学生とその保護者、先着20組
■昔話・民話のおはなし会
日時＝８月21日㈯午前11時～正午
対象＝小学生、先着20人
申し込み＝以上の３つは７月10日㈯から同館へ

■体育館で思い切り運動しよう
　市民体育館では、夏休み期間に合わせて月曜を個
人利用専用で開館します。
日時＝７月26日～８月23日の毎週月曜、午前９時
～午後５時

■図書館分館で楽しい人形劇
　市立図書館の11分館で、「やまねこ座」による人形
劇を行います。
分館名・日時＝下表のとおり
内容＝「ねずみのすもう」、「力太郎」
申し込み＝当日会場へ直接

図書館で遊ぶ

問い合わせは　同館　☎265−0900

問い合わせは　青少年課　☎898−5874

こども図書館　☎230−8833

市立図書館　☎224−4311

作品募集

元気にスポーツ

図書館分館 ｢やまねこ座｣ 人形劇

分館名 日時

上川淵 ７月20日㈫午前10時

城南 ７月20日㈫午後３時

元総社 ７月21日㈬午前10時

清里 ７月21日㈬午後３時

下川淵 ７月23日㈮午前10時

宮城 ７月27日㈫午前10時

粕川 ７月27日㈫午後３時

桂萱 ７月28日㈬午後３時

南橘 ７月30日㈮午前10時

富士見 ７月30日㈮午後３時

芳賀 ８月４日㈬午後３時

第2弾
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議場にも入れます

■市の施設を見学バスで
　巡ろう
　消防局や赤城山総合観
光案内所、句碑めぐり遊歩道、赤城少年自然の家、ペットボトル
選別処理施設、市議会庁舎をバスで巡る、市有施設見学会を行い
ます。
日時＝７月29日㈭午前９時10分～午後３時、市役所１階市民ロ
ビー集合
対象＝小学生とその保護者、先着32人
用意する物＝昼食
申し込み＝７月７日㈬から市政発信課☎898-6644へ

■ふれあい体験教室で能楽を学ぼう
日時＝８月７日㈯・21日㈯の２回、午後１時～４時

（21日は午後３時まで）
会場＝総合福祉会館
対象＝小４以上、先着30人
申し込み＝７月26日㈪（必着）までにハガキで。住所･
氏名（ふりがな）･学校名・年齢（学年）・電話番号を記
入し、市役所文化国際課内市文化協会「ふれあい体
験・能楽教室係」（☎898-5825）へ

■記者になって情報誌を作ろう
　男女共同参画情報誌「新樹」の取材・編集に協力する

「子ども記者」を募集。森の中の工場で研究をしている
男性と女性を取材し、紙面を作ります。
期日＝７月22日㈭・23日㈮・26日㈪の３回
対象＝全日程参加可能な小４～小６、10人（抽選）
申し込み＝７月９日㈮までに保護者が男女共同参画
室☎898-6517へ

■献血の仕組みを勉強しよう
　夏休み親子献血教室を開催。血液センターやドク
ターヘリを見学します。
日時＝①８月３日㈫②８月４日㈬③８月６日㈮、午
後１時15分～４時10分
会場＝県赤十字血液センター
対象＝小５～小６とその保護者、各10組（抽選）
申し込み＝７月16日㈮（必着）までにハガキで。住所・
親子の氏名（ふりがな）・性別・学年・電話番号・希望日

（第２希望まで）を記入し、〒379-2181天川大島町
二丁目31-13・県赤十字血液センター「夏休み親子献
血教室係」（☎224-2102）へ

■水を調べて身近な環境に触れよう
　「中公エコロジスタ!!」を開催。身近な水を調べ、地
域や家族と環境問題について考えてみませんか。
日時＝８月２日㈪午前10時～正午
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝小学生とその保護者、30組（抽選）
申し込み＝７月21日㈬までに往復ハガキで。講座名・
住所・親子の氏名(ふりがな)・電話番号・性別・年齢
(学年)・生年月日・アレルギーなどの有無を記入し、〒
371-0023本町二丁目12-１・中央公民館「中公エコ
ロジスタ!!係」（☎210-2199）へ

■食べ物の安全守る仕事を体験
　一日食品衛生監視員として、食べ物の安全がどう守
られているかを学びます。
日時＝８月７日㈯午後１時～午後３時30分、前橋プラ
ザ元気21・１階にぎわいホール集合
会場＝前橋プラザ元気21内フレッセイ前橋プラザ店
対象＝小中学生とその保護者、先着10組
申し込み＝７月30日㈮までに衛生検査課☎220-5778
へ

■競輪レースの迫力を間近で感じる探検隊
　普段立ち入ることのできない特別エリアを係員が
案内する「第５回ドーム探検隊」を開催。迫力の競輪レ
ースを間近で見学できます。
日時＝７月25日㈰午前９時30分～正午
会場＝グリーンドーム前橋
対象＝一般（小学生以下は保護者同伴）、先着40人
申し込み＝７月５日㈪から同館☎235-2000へ

■いざというときの行動学べます
　防災の基本を学べる、夏休み親子防災体験教室を開
催。地震、煙内避難などを体験できます。
日時＝８月15日㈰午前９時30分～正午
会場＝消防局（朝日町四丁目）
対象＝小学生とその保護者、先着60人
申し込み＝７月７日㈬から安全安心課☎898-5935へ

楽しく学ぶ



夏休み消費生活教室

教室名 日時 会場 対象

エコスポンジを作ろう
８月３日㈫
午前10時～正午

消費生活センター
小４～小６、
20人

エコ・クッキングでドライカレーと
マシュマロックを作ろう

８月４日㈬
午前10時～午後１時

東京ガス前橋ビル
（南町三丁目）

小４～小６、
12人

牛乳パックで大型えんぴつ立てを
作ろう

８月５日㈭
午前10時～正午

消費生活センター
小学生、
20人

※各先着。

■ものづくりの様子を見学しよう
　食品や通信機器の工場を見学しませんか。新
進とナカヨ通信機を見学します。
日時＝①７月28日㈬②７月30日㈮、午前９時
～午後４時、総合福祉会館集合
対象＝小学生とその保護者、各30人（抽選）
用意する物＝弁当、タオル
申し込み＝７月13日㈫(必着)までにハガキで。
希望日（第１・第２希望）・住所・親子の氏名（ふ
りがな）・学校名・学年・電話番号を記入し、〒
371-0023本町二丁目12-1・前橋プラザ元気
21内工業課「夏休み親と子の工場見学係」（☎
210-2274）へ

13

■毎日に生かせるエコを学ぼう
　「夏休み子ども消費生活教室」を開
催。生活で生かせるリサイクルと節約
を学びます。
教室名・日時・会場・対象＝右表のとおり
申し込み＝７月７日㈬午前８時30分か
ら消費生活センター☎230-1755へ

■元気いっぱいに自然体験
　赤城少年自然の家で自然体験をしてみませんか。
◦赤城山の昆虫博士
　昆虫の種類や生態観察をします。
期日＝８月10日㈫～11日㈬（１泊２日）
対象＝中学生以下、先着20人
費用＝5,570円
◦夏のチャレンジキャンプ
　ツリーイングやカッター体験、野外炊飯などを行います。
期日＝８月16日㈪～19日㈭（３泊４日）
対象＝小４～中３、先着24人
費用＝１万1,710円
◦親子で協力サマーキャンプ
　ツリーイングや野外炊飯などを行います。

期日＝８月21日㈯～22日㈰（１泊２日）　
対象＝小学生以上とその保護者、先着24人
費用＝一般4,680円、中学生以下4,150円
申し込み＝以上の３つは７月８日㈭から同家☎287-
8227へ

■心も体も元気になれる食育教室
　おやこ食育教室を開催。管理栄養士による食の体験学習、食
生活改善推進員による調理実習を行います。
日時＝８月７日㈯午前９時30分～午後１時
会場＝前橋プラザ元気21
対象＝小学生とその保護者、先着10組
費用＝材料費
用意する物＝上履き、エプロン、三角きん、タオル
申し込み＝７月28日㈬までに健康増進課☎220-5783へ

■米粉を使ってクッキング
　前橋産米粉を使ってピザやケーキを作ってみませんか。
日時＝①７月23日㈮②７月27日㈫、午前９時30分～午後１時
30分
会場＝農業総合研修センター（富田町）
対象＝小学生とその保護者、各15組（抽選）
費用＝各１組1,000円
申し込み＝７月８日㈭（必着）までにハガキで（１組１通）。参加
者全員の氏名（ふりがな）・住所・電話番号・学年・希望日を記入
し、市役所農林課「夏休み米粉料理教室係」（☎898-5841）へ

見て触れて体験しよう

■赤城山の分校で夏のキャンプを楽しもう
　夜の覚満淵探検や星空観察などを行います。
期日＝７月18日㈰～19日㈪（１泊２日）
会場＝白川小中学校赤城山分校(富士見町赤城山)
対象＝小４～小６、25人（抽選）
費用＝6,500円
申し込み＝７月11日㈰（必着）までにハガキで。郵便番
号・住所・親子の氏名（ふりがな）・年齢（学年）・性別・電話
番号を記入し、〒371-0845鳥羽町38-１アイデアビル
３Ｆ・ぐんま山森自然楽校「夏のキャンプ係」・剱持さん

（☎090-9670-3380）へ

夏の赤城山で
思いっきり遊ぼう

第2弾



CITY WATCHINGシティウォッチング

好
き
だ
か
ら
こ
そ
努
力
を

いきいき
まえばし

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
日
本
Ｕ
―
14
（
14
歳

以
下
）
代
表
に
選
ば
れ
た
。

　
「
中
学
時
代
の
一
番
の
目
標
だ
っ
た
の

で
、
選
ば
れ
て
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

代
表
選
考
の
一
つ
で
あ
っ
た
昨
年
11
月
の

ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
（
14
歳
以
下

の
部
門
）
で
も
優
勝
で
き
た
の
も
、
大
変

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
小
４
の

と
き
。
小
５
に
な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
練
習
の
ほ
か
に
夜
間
の
自
主
練
習
を
行

い
、
め
き
め
き
と
上
達
す
る
。
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
で
は
２
年
連
続
で
ベ
ス
ト

８
入
り
し
、
関
東
大
会
に
出
場
。
現
在
も

部
活
動
の
練
習
の
ほ
か
に
夜
間
練
習
も
行

う
努
力
家
。

　
「
今
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
一
番
の
楽
し

み
な
ん
で
す
。
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
え
る
こ
と
は
、
テ
ニ
ス
の

プ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
に
お

い
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」

　

遠
征
の
時
は
、
現
地
入
り
や
身
の
回
り

の
こ
と
な
ど
、
自
分
の
責
任
で
行
う
こ
と

に
な
る
。
精
神
的
に
も
成
長
す
る
し
、
礼

儀
や
マ
ナ
ー
な
ど
も
身
に
付
く
と
い
う
。

ま
た
、
甘
え
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
一
日

の
終
わ
り
に
は
ノ
ー
ト
に
練
習
や
生
活
に

つ
い
て
記
録
を
付
け
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
も
欠
か
さ
な
い
。

　

現
在
、
三
中
の
３
年
。
得
意
科
目
は
体

育
。
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
と
い
う
。

　
「
国
際
大
会
の
代
表
に
選
ば
れ
る
と
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
国
旗
が
つ
く
ん
で
す
。
日

の
丸
を
胸
に
試
合
に
出
て
み
た
い
で
す
」

　

飛
び
切
り
の
笑
顔
で
話
す
中
に
、
き
り

り
と
し
た
信
念
が
見
え
る
。
才
能
を
開
花

さ
せ
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。

ソフトテニス全日本Ｕ―14代表

佐々木　聖花さん・14歳
下小出町二丁目

　

荒
子
町
の
旧
荒
砥
農
協
の
北
東
３
０

０
㍍
の
台
地
上
に
あ
っ
た
舞
台
一
号
古

墳
。
こ
の
古
墳
は
平
成
２
年
の
ほ
場
整

備
事
業
の
時
に
発
掘
調
査
さ
れ
、
直
径

34
㍍
の
円
墳
で
５
世
紀
後
半
に
造
ら
れ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
の

一
角
に
長
さ
８
㍍
幅
10
㍍
ほ
ど
の
台
形

状
の
突
出
部
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
帆

立
貝
式
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
突
出
部

は
墓
前
祭
な
ど
の
祭さ

い

祀し

行
事
が
行
わ
れ

た
場
所
。
こ
こ
か
ら
、
石
や
鉄
で
造
ら

れ
た
模
造
品
や
土
器
が
多
数
出
土
し
ま

し
た
。

　

石
製
の
模
造
品
は
死
者
へ
の
さ
さ
げ

物
を
石
で
か
た
ど
っ
た
祭
祀
道
具
で
、

げ
た
や
矢
じ
り
、
か
ま
、
お
の
、
と
う

す
な
ど
の
生
活
用
具
が
、
長
方
形
の
箱

状
の
入
れ
物
に
入
っ
た
状
態
で
出
土
。

鉄
製
の
模
造
品
に
は
、
か
ま
や
お
の
な

ど
の
農
耕
用
具
が
あ
り
ま
し
た
。
黄
泉

の
国
へ
の
届
け
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
供
物
を
表

現
し
た
土は

じ師
器
と
呼
ば
れ
る
素
焼
き
の

土
器
が
出
土
し
た
こ
と
で
す
。
器
の
中

に
は
団
子
や
四
角
い
煮
物
な
ど
が
粘
土

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

器
は
日
常
品
で
は
な
く
、
石
や
鉄
で
造

ら
れ
た
模
造
品
と
共
に
葬
送
の
儀
式
の

た
め
だ
け
に
特
別
に
作
ら
れ
た
物
だ
っ

た
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
古
墳
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
出
土
品
は
古
墳
時
代

の
死
者
を
送
る
葬
送
儀
礼
の
細
部
ま
で

分
か
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
平
成
６
年

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
県

立
歴
史
博
物
館
で
保
管
管
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
死
者
へ
の
敬

意
や
野
辺
の
送
り
。
や
が
て
は
誰
で
も

迎
え
る
こ
と
に
な
る
こ
の
節
目
を
少
し

だ
け
考
え
て
み
る
機
会
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

国
指
定
重
要
文
化
財　

舞
台
一
号
古
墳
出
土
品

野
辺
の
送
り
の
供
え
物
を
現
し
た

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
財
保
護
課　

☎
２
３
１
│
９
５
３
１

問
いい
合
わ
せ
は

い
合
わ
せ
は

財
保
護
課

は

文
化
財

い
に
し
え

そ
の
十
六

供物を表現した土器

群馬県埋蔵文化財調査事業団提供

広報まえばし　平成22年７月１日号 14



市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111115

七夕の歴史と文化を学ぶ

　

６
月
19
日
か
ら
前
橋
文
学
館
で
「
七
夕
雛び

な
と
乞き

巧こ
う

奠で
ん

」
を

開
催
。
明
治
時
代
か
ら
今
に
残
る
七
夕
び
な
の
展
示
や
、
七

夕
の
起
源
と
も
さ
れ
る
、
中
国
の
年
中
行
事
を
紹
介
。
展
示

は
７
月
11
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
際
交
流
で
友
情
を
深
め
て

　６月13日、大室公園で大室古墳群公開イベ
ント「赤城にまなぶ・大室にあそぶ」を開催
しました。古墳見学会や勾

まが
玉
たま
作り・火おこし

体験、古墳巡りスタンプラリーなどに多くの
人が参加。広大な古墳群の中、古代の歴史に
ついて楽しみながら学びました。

　６月18日、本市の友好都市であるアメ
リカ・メナーシャ市の中高生８人が、交
流事業で市立前橋高を訪問しました。茶
道や弓道などの日本の文化を直接体験し
ました。生徒同士は身ぶり手ぶりを交じ
えて楽しく交流を深めました。

　６月20日、六供町の水質浄化センターで一
般解放を行いました。アジサイが見ごろを迎え
た場内では、さまざまなイベントを実施。管廊
探検では、普段入れない処理施設の中を歩いて
巡り、楽しく下水道について学びました。

古墳時代を楽しく散策

探検で知る下水道の仕組み



INFORMATION
市
民
体
育
館
―
―
―
―
―
―
―
―
―

□
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
７
月
14
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

対
象
＝
中
学
生
以
下
を
除
く
、
先
着

20
人

費
用
＝
６
，
３
０
０
円

申
７
月
11
日
㈰
ま
で
に
同
館
☎
２
６

５
│
０
９
０
０
へ

□
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
＝
７
月
27
日
〜
８
月
４
日
の
５

回
、
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
０
０
０
円
と
施
設
使
用

料申
７
月
15
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室

名
・
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
８
１

６
上
佐
鳥
町
４
６
０
│
１
・
市
民
体

育
館
（
☎
２
６
５
│
０
９
０
０
）
へ

□
小
学
生
体
操

日
時
＝
８
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯
の
２

回
、
午
前
９
時
〜
正
午

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、
先
着
50
人

費
用
＝
２
５
０
円
と
施
設
使
用
料

申
７
月
30
日
㈮
ま
で
に
同
館
☎
２
６

５
│
０
９
０
０
へ

前
橋
総
合
運
動
公
園
―
―
―
―
―
―

□
小
学
生
夏
休
み
テ
ニ
ス

日
時
＝
７
月
22
日
〜
８
月
９
日
の
月

木
曜
６
回
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、45
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
８
０
０
円

申
７
月
15
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
９
│
２
１
０
７
荒
口
町
４
３

７
│
２
・
前
橋
総
合
運
動
公
園
（
☎

２
６
８
│
１
９
１
１
）
へ

大
胡
総
合
運
動
公
園
―
―
―
―
―
―

□
小
学
生
陸
上

日
時
＝
７
月
27
日
㈫
〜
８
月
６
日
㈮

の
５
回
、
午
前
９
時
〜
11
時

対
象
＝
小
３
〜
小
６
、30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
，
１
０
０
円

申
７
月
14
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
教
室

名
・
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
２
３

１
堀
越
町
４
７
３
│
４
・
大
胡
総
合

運
動
公
園
（
☎
２
３
０
│
４
０
５
５
）

へそ
の
他
の
施
設
―
―
―
―
―
―
―
―

□
ジ
ュ
ニ
ア
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時
＝
８
月
19
日
〜
11
月
25
日
の
木

曜
13
回
、
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

会
場
＝
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
関
根
町
）

対
象
＝
小
学
生
、
先
着
60
人

費
用
＝
８
，
０
０
０
円

申
７
月
24
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
│
０
０
４
４
荒
牧
町
７
９

４
│
２
・
市
テ
ニ
ス
協
会
・
永
井
さ

ん
☎
２
３
３
│
９
１
１
９
へ

□
お
は
な
し
や
さ
ん

日
時
＝
７
月
１
日
㈭
・
８
日
㈭
・
22

日
㈭
・
29
日
㈭
、
午
前
11
時
30
分
〜

正
午

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
な
ど

□
お
母
さ
ん
の
た
め
の
絵
本
の
朗
読

と
お
話
会

日
時
＝
７
月
27
日
㈫
午
前
11
時
〜
正

午内
容
＝
絵
本
の
朗
読
、
お
話
な
ど

□
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

日
時
＝
７
月
25
日
㈰
午
前
11
時
〜
正

午対
象
＝
１
歳
児
ま
で
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
み

方□
お
は
な
し
の
会

日
時
＝
７
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
24

日
㈯
、
午
後
２
時
15
分
〜
50
分

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
な
ど

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
17
日
㈯
午
後
０
時
30
分

〜
１
時

内
容
＝
詩
季
〜
歌
と
ピ
ア
ノ

□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
右
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

□
大
胡
祇
園
ま
つ
り
で
臨
時
休
館

　

大
胡
祇
園
ま
つ
り
開
催
に
伴
い
、

７
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
は
休
館
し
ま

す
。
な
お
、
市
立
図
書
館
大
胡
分
館

も
休
館
と
な
り
ま
す
。

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
７
月
21
日
㈬
午
後
２
時

内
容
＝
「
父
と
暮
ら
せ
ば
」（
黒
木

和
雄
監
督
）

教
室

ス
ポ
ー
ツ

スポーツ大会情報スポーツ大会情報

●フォークダンス（７月18日㈰、市民体育館）

●水泳（８月８日㈰、大渡温水プール・トレーニングセンター）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わせ
るか、本市ホームページをご覧ください。

文　

化

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
２
３
０
│
９
０
９
４

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
│
３
２
１
１

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
│
１
１
０
０

前橋テルサカルチャーサロン講座
講座名 期日

体験しよう！やわ歌・グループレッスン
７月９日㈮

体験しよう！やさしい女性二部合唱・コールテルサ

就職に向けてのエクセル関数マスター ７月13日～９月21日の火曜10回
就職に向けてのワード＆エクセル中級
トレーニング

７月14日～９月
22日の水曜10回

のんびり学ぼう！パソコン入門 ７月16日～９月
24日の金曜10回

※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか同館
ホームページ（http://www.maebashi-terrsa.or.jp）をご覧ください。

こ
ど
も
図
書
館

☎
２
３
０
│
８
８
３
３

絵本から学ぶ大切なもの

広報まえばし　平成22年７月１日号 16



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

16
㍉
映
写
操
作
技
術
認
定
講
習
会

を
開
催
。
修
了
者
に
は
県
共
通
認
定

証
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時

会
場
＝
総
合
教
育
プ
ラ
ザ

内
容
＝
教
育
メ
デ
ィ
ア
総
論
と
16
㍉

映
写
機
操
作
な
ど

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
学

生
を
除
く
）、
先
着
20
人

申
７
月
12
日
㈪
〜
20
日
㈫
に
同
館
☎

２
３
０
│
９
０
９
４
へ

　

視
聴
覚
機
材
や
教
材
を
貸
し
出
し

ま
す
。
な
お
、
16
㍉
映
写
機
の
操
作

に
は
認
定
証
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
な

ど
の
教
育
関
係
施
設
や
自
治
会
・
子

ど
も
会
・
生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
社
会
教
育
関
係
の
非
営
利
団
体

貸
出
機
材
＝
16
㍉
映
写
機
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
再
生

機
、
ス
ク
リ
ー
ン

貸
出
教
材
＝
16
㍉
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

申
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
☎
２
３
０
│
９

０
９
４
へ

　
「
〜
マ
ン
ド
リ
ン
の
ま
ち
前
橋
〜

朔
太
郎
音
楽
祭
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
プ
ロ
奏
者
に
よ
る
マ
ン
ド

リ
ン
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
＝
７
月
22
日
㈭
午
後
２
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
１
階

に
ぎ
わ
い
ホ
ー
ル

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
│
６
５
２

２
へ

　

中
心
市
街
地
で
「
風
の
ま
ち
音
楽

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
19
日
㈰

会
場
＝
中
心
市
街
地
各
所

対
象
＝
一
般
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
（
選
考
）

申
７
月
15
日
㈭
ま
で
に
所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
０

２
３
本
町
二
丁
目
12
│
１
・
前
橋
プ

ラ
ザ
元
気
21
内
に
ぎ
わ
い
商
業
課

「
風
の
ま
ち
音
楽
祭
」
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
１
０
│
２
１
８
８
）

へ
郵
送
か
直
接

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中

で
行
わ
れ
る
、
市
民
ス
テ
ー
ジ
の
参

加
者
を
募
集
。
ア
カ
ペ
ラ
、
ゴ
ス
ペ

ル
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
、
郷
土
芸
能
、

器
楽
合
奏
な
ど
、
演
奏
は
３
曲
ま
で

で
準
備
を
含
め
て
10
分
以
内
で
す
。

申
込
用
紙
は
生
涯
学
習
課
、
各
地
区

公
民
館
に
あ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

日
時
＝
８
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、

40
組
（
抽
選
）

申
７
月
28
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内

生
涯
学
習
課
（
☎
２
１
０
│
２
１
９

８
）
へ
直
接

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成

研
修
講
座
を
開
催
。

日
時
＝
９
月
１
日
㈬
〜
11
月
29
日
㈪

の
24
回

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
明
風
園
（
亀
泉
町
）

対
象
＝
求
職
者
、
20
人
（
選
考
）

費
用
＝
３
万
５
，
０
０
０
円

申
８
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
県
社
会
福
祉
事
業

団
（
新
前
橋
町
）
か
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
明
風
園
へ
直
接

問
工
業
課
☎
２
１
０
―
２
２
７
６
へ

　

グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
屋
上
テ
ラ

ス
か
ら
前
橋
花
火
大
会
を
観
覧
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
14
日
㈯
午
後
６
時
〜
９

時会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

種
類
・
内
容
・
費
用
＝
右
表
の
と
お

り申
７
月
21
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
観
覧
形
式
を

記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
０
３
５
岩

神
町
一
丁
目
２
│
１
・
グ
リ
ー
ン
ド

ー
ム
前
橋
（
☎
２
３
５
│
２
０
０
０
）

へ

　このたびは計量モニターに応募をいただ
き、ありがとうございます。元気で楽しい
魅力ある前橋づくりの実現には、市民の皆
さんに市政に参加してもらうことが重要で
あると考えます。皆さんにも、このモニタ
ー制度を通して市政に参加し、適切な報告
と消費者の立場からの率直な意見や提言を
お願いします。この調査結果を今後の計量
行政に生かし、市民の皆さんが安心して生
活ができるよう努めていきます。

正しい計量で
明るいまちへ

（６月15日・第１期計量モニター委嘱状交付式）

商
工
業

観　

光

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

7/12～15(場外)

7/17～22(場外)

グリーンドーム前橋屋上テラス観覧席
観覧形式 費用 席数

テーブル席Ａ
（丸テーブルといす２脚） 5,000円

計60セット
（抽選）

テーブル席Ｂ
（丸テーブルといす３脚） 7,500円

テーブル席Ｃ
（丸テーブルといす４脚） 1万円

テーブル席Ｄ
（丸テーブルといす５脚） 1万2,500円

※軽食、駐車場１台込み（未就学児は無料。ただ
し、席・軽食なし）。

就
職
希
望
者
対
象
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

操
作
法
を
学
ぶ

16
㍉
映
写
機
の
講
習
会

発
表
会
な
ど
で
使
え
る

機
材
を
貸
し
出
し
ま
す

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を

み
ん
な
に
披
露
し
よ
う

ま
ち
な
か
に
響
く

朔
太
郎
の
愛
し
た
音
色

「
風
の
ま
ち
音
楽
祭
」

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

こ
と
し
の
花
火
は

ド
ー
ム
の
特
等
席
で

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111117

こんにちは
市長です



□
防
犯
相
談
所

日
時
＝
７
月
12
日
㈪
・
22
日
㈭
、
午

後
１
時
〜
３
時

対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
７
月
の
日
曜
巡
回
バ
ス

期
日
＝
７
月
11
日
㈰

コ
ー
ス
＝
〈
早
便
〉
永
明
・
文
京
コ

ー
ス
〈
遅
便
〉
城
南
北
部
コ
ー
ス

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
防
犯
相
談
所

日
時
＝
７
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分

対
象
＝
一
般

申
当
日
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
＝
７
月
21
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

対
象
＝
首
が
す
わ
っ
た
乳
児
と
そ
の

家
族
、
先
着
15
組

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル

申
７
月
７
日
㈬
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ

直
接

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
講
演

と
映
画
の
集
い
を
開
催
。
県
啓
発
専

門
員
・
小
林
修
さ
ん
の
講
演
や
映
画

「
一
枚
の
絵
手
紙
」
を
上
映
し
ま
す
。

〜
正
午

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
、

①
③
は
各
20
人
②
は
30
人
（
各
抽
選
。

申
し
込
み
が
５
人
未
満
は
中
止
）

申
７
月
15
日
㈭
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
│
０
８
４
７
大
友
町

一
丁
目
12
│
10
・
お
お
と
も
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う

日
時
＝
７
月
22
日
㈭
午
後
１
時
〜
２

時対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
、

先
着
30
人

申
同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

□
７
月
の
日
曜
巡
回
バ
ス

期
日
＝
７
月
18
日
㈰

コ
ー
ス
＝
〈
早
便
〉
総
社
・
清
里
コ

ー
ス
〈
遅
便
〉
本
庁
西
コ
ー
ス

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
健
康
教
室
「
試
し
て
み
よ
う
！
自

分
の
力
、
体
力
測
定
」

日
時
＝
７
月
14
日
㈬
午
後
１
時
〜
２

時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

□
１
日
教
室
「
青
竹
ス
ト
レ
ッ
チ
」

日
時
＝
７
月
28
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
以
上
の
２
つ
は
７
月
８
日
㈭
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

日
時
＝
①
７
月
20
日
㈫
②
７
月
22
日

㈭
③
７
月
27
日
㈫
④
７
月
29
日
㈭
、

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
①
は
総
合
福
祉
会
館
②
は
富

士
見
公
民
館
③
は
大
胡
地
区
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
河
原
浜
町
）
④

は
下
川
淵
公
民
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
50
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
社
会
福
祉
課
☎
８
９
８
│
６
１
４

２
へ

　

人
権
尊
重
や
地
域
、
世
代
間
交
流

を
進
め
る
た
め
「
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
人

権
啓
発
コ
ー
ナ
ー
や
車
い
す
体
験
、

親
子
工
作
教
室
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

会
場
＝
隣
保
館
（
粕
川
町
西
田
面
）

□
人
権
講
演
会

　

セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ
て
人
権
講
演

会
も
開
催
。
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ユ

ニ
ッ
ト
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権

ラ
イ
ブ
「
子
供
達
の
未
来
の
た
め
に
」

と
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・

渡
辺
り
え
こ
さ
ん
を
講
師
に
、
ト
ー

ク
＆
手
話
ラ
イ
ブ
「
共
に
生
き
て
い

こ
う
と
す
る
気
持
ち
」を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
㈯
午
後
１
時

会
場
＝
粕
川
公
民
館

対
象
＝
一
般
、
３
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
隣
保
館
☎
２
８
５
│
５
５
３
４
へ

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
を
実
施
し
ま
す
。
出
願
用
紙
は

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
介
護
高
齢

課
、
市
介
護
高
齢
課
な
ど
で
配
布
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
願
用
紙
の
配
布
＝
７
月
30
日
㈮
ま

で出
願
期
間
＝
７
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

問
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
８
０
│

４
１
０
７
へ

　

３
日
間
で
学
ぶ
点
訳
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
28
日
㈬
〜
30
日
㈮
の
３

回
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
＝
県
立
盲
学
校
（
南
町
四
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
40
人

費
用
＝
テ
キ
ス
ト
・
点
字
器
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
実
費

申
７
月
16
日
㈮
ま
で
に
県
点
訳
奉
仕

の
会
☎
２
２
４
│
７
８
９
０
（
午
後

１
時
〜
４
時
）
へ

渡辺りえこさん

福　

祉

点
字
を
通
し
て

可
能
性
を
広
げ
て

人
権
問
題
に
つ
い
て

講
演
と
映
画
で
学
ぼ
う

ケ
ア
マ
ネ
の
試
験

申
し
込
み
を
開
始

明
る
く
考
え
よ
う

ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り

□
８
月
の
日
曜
巡
回
バ
ス

　

毎
週
、
し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
停
留
所
経
由
で
、
お
お
と
も
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ひ
ろ
せ
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
運
行
し
ま
す
。

コ
ー
ス
＝
〈
早
便
〉芳
賀
コ
ー
ス
〈
遅

便
〉
南
橘
コ
ー
ス

65
歳
未
満
の
人
は
入
場
料
が
必
要
で
す

□
主
催
教
室

教
室
名
＝
①
水
彩
画
②
フ
ラ
ダ
ン
ス

③
ペ
ン
習
字

日
時
＝
①
は
８
月
６
日
〜
10
月
15
日

の
金
曜
６
回
②
は
８
月
７
日
〜
10
月

16
日
の
土
曜
６
回
③
は
８
月
９
日
〜

10
月
25
日
の
月
曜
６
回
、
午
前
10
時

し
き
し
ま
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
３
３
│
２
１
２
１

お
お
と
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
５
２
│
３
０
７
７

か
す
か
わ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
８
５
│
３
８
０
１

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ろ
せ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
２
６
１
│
０
８
８
０

86.386.3MHzMHz

毎週金曜　午後１時40分～　４分間

イベントや市政について
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、

支
給
対
象
が
拡
大
。
母
子
家
庭
な
ど

の
母
か
、
養
育
者
に
加
え
、
父
子
家

庭
な
ど
の
父
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
新
し
く
支
給
対
象
と
な
る
人

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
子
ど
も
を

監
護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

父
子
家
庭
な
ど
の
父
。

①
子
ど
も
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

㈯
時
点
で
支
給
要
件
を
満
た
し
11
月

30
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
た
人
は
、
８

月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
し
ま
す
。

申
事
前
相
談
の
後
、
必
要
書
類
と
所

定
の
申
請
用
紙
を
用
意
し
、
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
こ
ど
も
課
（
☎
２
２

０
│
５
７
０
１
）、
大
胡
・
粕
川
・

宮
城
・
富
士
見
各
支
所
へ
直
接

　

視
覚
障
害
者
に
つ
い
て
理
解
し
点

訳
の
基
礎
を
学
ぶ
、
点
訳
奉
仕
員
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
24
日
〜
来
年
２
月
22
日

の
火
曜
25
回
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）

対
象
＝
講
座
終
了
後
に
県
立
点
字
図

書
館
で
奉
仕
活
動
が
で
き
る
人
、
20

人
（
選
考
）

費
用
＝
１
，
０
５
０
円

申
７
月
13
日
㈫
〜
21
日
㈬
の
火
水
曜

４
回
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
に
行

わ
れ
る
説
明
会
の
い
ず
れ
か
に
出
席

し
、
各
２
週
間
後
ま
で
に
県
立
点
字

図
書
館
☎
２
５
５
│
６
５
６
７
へ

　

手
話
で
の
日
常
会
話
の
初
歩
や
福

祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
、
聴
覚

障
害
者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
16
日
〜
11
月
15
日
の
月

（
基
準
以
上
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

場
合
は
20
歳
未
満
）
②
子
ど
も
の
母

が
離
婚
、
死
亡
、
生
死
不
明
、
重
度

の
障
害
、
１
年
以
上
遺
棄
か
拘
禁
さ

れ
て
い
る
状
況
の
い
ず
れ
か
に
あ
る

□
支
給
額

　

前
年
の
所
得
金
額
を
基
に
算
定
。

所
得
や
年
金
受
給
額
な
ど
に
よ
り
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
児

童
１
人
に
つ
き
４
万
１
，
７
２
０
円

が
満
額
。

　

支
給
開
始
は
要
件
を
満
た
し
た
日

の
翌
月
か
ら
。
た
だ
し
、
７
月
31
日

曜
12
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）

対
象
＝
聴
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
で

手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
、
10

人
（
選
考
）

申
７
月
20
日
㈫
〜
８
月
２
日
㈪
（
必

着
）
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
年
齢
・

職
業
・
フ
ァ
ク
ス
か
電
話
番
号
・
聴

覚
障
害
の
有
無
（
無
の
場
合
は
聴
覚

障
害
者
と
の
関
係
）
を
記
入
し
、
〒

３
７
１
│
０
８
４
３
新
前
橋
町
13
│

12
・
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
☎
２
５
５
│
６
６

３
３
）
へ

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
22
日
〜
９
月
22
日
の
水

日
曜
10
回
、
午
後
７
時
〜
９
時
（
日

曜
は
午
後
１
時
〜
５
時
）

会
場
＝
中
央
総
合
学
院
（
南
町
二
丁

目
）

対
象
＝
母
子
・
父
子
家
庭
の
保
護
者
、

20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
３
，
０
０
０
円

申
７
月
30
日
㈮
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
│
０
０
１

７
日
吉
町
二
丁
目
17
│
10
・
総
合
福

祉
会
館
内
市
母
子
寡
婦
会
「
パ
ソ
コ

ン
教
室
係
」（
☎
２
３
５
│
３
４
０
６
）

へ
　

男
女
共
同
参
画
い
き
い
き
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。「
カ
ジ
メ
ン
」

や
「
イ
ク
メ
ン
」、「
子
ど
も
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
家
事
・
育
児
を
し
て
い

る
姿
」
な
ど
、
男
性
が
主
体
的
に
家

事
・
育
児
を
し
て
い
る
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人発
表
＝
入
賞
者
へ
直
接
通
知
。ま
た
、

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

そ
の
他
＝
著
作
権
は
本
市
に
帰
属
し

ま
す
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
作

品
中
の
人
物
に
は
了
解
を
得
る
こ
と

申
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
写
真
（
サ
ー

ビ
ス
版
）
と
コ
メ
ン
ト
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名
・
学

年
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３

７
１
│
０
０
２
３
本
町
一
丁
目
５
│

２
・
市
職
員
研
修
会
館
内
男
女
共
同

参
画
室
（
☎
８
９
８
│
６
５
１
７
）

へ
郵
送
か
直
接
。
ま
た
は
E
メ
ー
ル

（sankaku@city.m
aebashi.gunm

a.
jp

）
で

男
女
共
同
参
画

講
座
で
学
ぼ
う

点
訳
の
奉
仕
活
動

手
話
を
身
に
付
け
て

交
流
の
一
助
に

育
児
す
る
男
性
の
姿

カ
メ
ラ
に
収
め
て

母
子
父
子
家
庭
対
象
に

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

児
童
扶
養
手
当
の

支
給
対
象
を
拡
大

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
８

月
７
日
㈯
午
後
７
時
40
分
か
ら
烏

川
和
田
橋
上
流
河
川
敷
で
花
火
大

会
を
開
催
。豪
華
絢け
ん
ら
ん爛な
１
万
５
，

０
０
０
発
が
夜
空
を
彩
り
ま
す

（
雨
天
順
延
）。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
西
口
の

駅
前
通
り
で
交
通
規
制
を
実
施
。

同
駅
を
利
用
す
る
と
き
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

真
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
２

日
間
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

問
高
崎
ま
つ
り
実
行
委
員
会
☎
０

２
７
―
３
２
１
―
１
２
５
７
へ

こ
れ
ぞ
高
崎
の
夏

迫
力
あ
る
伝
統
の
祭
典

　

高
崎
の
夏
の
風
物
詩
「
高
崎
ま

つ
り
」
を
中
心
市
街
地
で
開
催
し

ま
す
。
こ
と
し
は
市
制
１
１
０
周

年
を
記
念
し
て
、
日
本
有
数
の
38

台
の
山
車
が
勢
ぞ
ろ
い
。
勇
壮
な

み
こ
し
の
巡
行
や
楽
し
い
イ
ベ
ン迫力ある山車が勢ぞろい

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111119



　

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

子
ど
も
の
就
学
の
不
安
や
心
配
事
に

つ
い
て
、
電
話
相
談
と
予
約
制
の
面

接
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
な
ど
に
よ
る
就
学
時
教
育
相
談

も
実
施
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
☎
２
１
０
│

１
２
３
４
へ

　

青
少
年
の
問
題
行
動
の
防
止
や
被

害
防
止
、
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
な

ど
を
行
う
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
考
え
る
委
員
を
募
集
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
、

２
人
（
選
考
）。
①
本
市
在
住
で
20

歳
以
上
②
ほ
か
に
本
市
の
付
属
機
関

の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
③
平
日
に

開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き
る

期
間
＝
平
成
24
年
６
月
30
日
㈯
ま
で

申
７
月
23
日
㈮
ま
で
に
応
募
の
動
機

や
青
少
年
問
題
に
対
す
る
考
え
を
４

０
０
字
程
度
の
文
章
に
ま
と
め
、
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
市
役
所
青
少
年
課
内
青
少
年

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
９
８
│
５
８

７
６
）
へ
郵
送
か
直
接

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急

手
当
の
知
識
と
技
術
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
を
学
ぶ
、
上
級
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
講
習
修
了

者
に
は
「
上
級
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
６
時

会
場
＝
消
防
局
（
朝
日
町
四
丁
目
）

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
で
３
年
以
内
に
普
通
救
命
講
習

か
上
級
救
命
講
習
を
受
講
し
て
い
る

人
、
先
着
30
人

申
７
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮
に
消
防
局

警
防
課
☎
２
２
０
│
４
５
１
３
へ

７月の各種無料相談
相　談　名 日　時 会　場 問い合わせ

法律相談 火曜
午後１時～４時（予約は
前週の木曜、午後２時か
ら電話で）

市役所市民相談

市民相談
☎898-6100

行政相談

７月８日㈭午後１時～３時 大胡支所
７月９日㈮午後１時～３時 上川淵公民館
７月13日㈫午前９時30分～ 11時30分 かすかわ老人福祉センター
７月20日㈫午後１時～３時 宮城支所
７月21日㈬午後１時～４時 市役所市民相談
７月23日㈮午後１時～３時 南橘公民館
８月４日㈬午後０時30分～４時 ふじみ老人福祉センター
８月６日㈮午後１時～４時 東公民館

登記相談 ７月９日㈮午後１時～４時

市役所市民相談
公証相談 ７月12日㈪午後１時～４時
人権相談 ７月16日㈮午後１時～４時
行政書士相談 ８月２日㈪午後１時～４時
精神科医によるこ
ころの相談

７月14日㈬・28日㈬、午後１時30分～
３時（予約制）

市保健所
健康増進課
☎220-5785

労働相談 ７月14日㈬・28日㈬、午後１時30分～４時（予約優先）
前橋プラザ元気21・
52会議室 工業課

☎210-2276
電話労働相談

７月21日㈬午後１時30分～４時、相談員は社会保険労務士・富岡政明さん☎231-2579
８月４日㈬午後１時30分～４時、相談員は同・今井聡さん☎280-4186

心配ごと相談 月曜～金曜、午後１時～４時 総合福祉会館
社会福祉協議会
☎237-5006

外国人相談
月曜、午後１時～５時・木曜、午前９時
～午後１時。英語・中国語・ポルトガル
語・スペイン語の４カ国語で面接相談

市役所外国人相談窓口
市国際交流協会
☎243-7788

※市民相談（☎898-6100）、ＤＶ・セクハラ相談（☎898-6520）、家庭児童相談（☎223-4148）、母
子家庭相談・女性相談（☎220-5700）は執務時間内。教育・青少年相談（☎230-9090）は月曜～金
曜の午前９時～午後７時、土曜は午前９時～午後５時。幼児の発達・子育て相談・就学相談（☎210-1234）
は月曜～金曜の午前９時～午後５時。

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

人
権
標
語

芳
賀
中　

３
年　

山
田　

拓
也
さ
ん

け
さ
な
い
で　

忘
れ
な
い
で　

わ
た
し
の
笑
顔

元気21証明サービス一時休業 青
少
年

児　

童

消　

防

上
級
救
命
講
習
会
で

知
識
と
技
能
を
習
得

運
営
を
考
え
る

協
議
委
員
を
募
集

入
学
の
不
安
や
心
配

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　７月24日㈯・25日㈰は、住
民基本台帳や戸籍などの変更
作業のため前橋プラザ元気21
証明サービスコーナー、市役
所１階市民ロビーの証明書自
動交付機は利用できません。
ご注意ください。
問市民課☎898-6106へ
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申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

川
原
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
の

換
地
処
分
の
公
告
に
伴
い
、
川
原
町

の
一
部
で
町
名
と
地
番
が
７
月
24
日

㈯
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
住
所
の

変
更
証
明
書
な
ど
は
、
変
更
日
以
降

に
配
達
証
明
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
８
９
８
│
６
１
０
６
へ

□
休
日
納
税
相
談
窓
口

　

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
納
税
相
談
窓
口
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時

会
場
＝
市
役
所
収
納
課

問
同
課
☎
８
９
８
│
６
２
２
６
へ

□
教
育
委
員
会
定
例
会

日
時
＝
７
月
16
日
㈮
午
後
３
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
10
人

申
当
日
午
後
２
時
30
分
〜
50
分
に
会

場
へ
直
接

問
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
８
９
８
│

５
８
０
２
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
７
月
18
日
㈰
②
７
月
20
日

㈫
、
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
総
合
福
祉
会
館
②
は
城

南
公
民
館

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
│
３
８
４
８
へ

□
市
民
の
茶
席

７
月
15
日
㈭
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
・
３
階
ホ

ワ
イ
エ
。
当
番
は
前
橋
茶
道
会
の
岡

本
宗
知
さ
ん
（
☎
０
２
７
０
│
２
３

│
７
１
４
６
）

□
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
指
導
者
講
習

会
を
開
催

日
時
＝
①
７
月
13
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
②
同
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
子
ど
も
の
育
成
や
地
域
づ
く

り
の
活
動
を
し
て
い
る
人
、
先
着
30

人費
用
＝
５
０
０
円

申
７
月
５
日
㈪
午
前
10
時
か
ら
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
１
０
│
２

１
９
６
へ

　

食
中
毒
予
防
に
役
立
つ
講
座
を
開

催
。
専
門
家
が
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の

特
徴
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
30
日
㈮
午
後
２
時
〜
４

時会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

申
７
月
23
日
㈮
ま
で
に
衛
生
検
査
課

☎
２
２
０
│
５
７
７
８
へ

　

歯
と
口
の
健
康
教
室
を
開
催
。
歯

科
衛
生
士
が
歯
の
磨
き
方
な
ど
を
指

導
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
４
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル

申
７
月
28
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
３
へ

　

禁
煙
し
た
い
が
な
か
な
か
で
き
な

い
人
を
支
援
。
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃

度
測
定
・
尿
中
ニ
コ
チ
ン
代
謝
物
濃

度
測
定
後
面
接
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
８
月
９
日
㈪
・
10
日
㈫
・
11

日
㈬
の
執
務
時
間
内

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

申
８
月
２
日
㈪
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
２
２
０
│
５
７
８
４
へ

　

生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む
人
を

サ
ポ
ー
ト
。
腹
囲
や
血
圧
測
定
、
運

動
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
①
７
月
28
日
㈬
②
７
月
30
日

㈮
③
８
月
９
日
㈪
、
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
④
８
月
４
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
⑤
同
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
①
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
②

は
粕
川
保
健
セ
ン
タ
ー
③
は
富
士
見

保
健
セ
ン
タ
ー
④
⑤
は
前
橋
保
健
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
①
②
③
は
先
着
各
15

人
④
⑤
は
先
着
各
20
人

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
①

②
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
３

―
７
３
１
１
③
は
富
士
見
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
２
８
８
―
７
１
８
８
へ
④
⑤

は
健
康
増
進
課
☎
２
２
０
―
５
７
８

４
　

原
稿
検
索
と
健
康
相
談
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ア

ド
レ
ス
はhttp://w

w
w.raijin.　

com
/kenko/

で
す
。

月
曜
＝
ピ
ロ
リ
菌
と
胃

火
曜
＝
急
性
胃
炎
と
慢
性
胃
炎

水
曜
＝
血
尿

木
曜
＝
オ
シ
ッ
コ
の
出
が
悪
い

金
曜
＝
食
道
静
脈
瘤り
ゅ
う

土
日
曜
＝
盲
腸
・
虫
垂
炎

直
接
相
談
タ
イ
ム
＝
医
師
が
直
接
相

談
。７
月
８
日
㈭
（
小
児
科
・
眼
科
）、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

ミ
ニ
情
報

健　

康

東京物語(1953年・日本映画・136分)
□監小津安二郎 □出原節子／笠智衆ほか
●上映日●７月16日㈮～29日㈭
●作品の解説●独立した子ども夫婦
とその親夫婦の関係と心境を描く作品。
世代を超え、世界中から愛される珠玉
の名作を再び。
【今月の上映】父ありき、お早よう、ぼくの伯父さんの
休暇、プレイタイム、のんき大将、エレニの旅　ほか
※毎週火曜休館。上映日・時間は問い合わせてください。

７月１日㈭～７月31日㈯までのプログラム ☎231-8000

都
市
計
画

税
□
３
万
６
，
０
０
０
円
＝
ニ
ュ

ー
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー
か
ら
。

□
２
万
円
＝
前
橋
ハ
リ
ス
ト
ス

正
教
会
か
ら
。

○
…
以
上
２
件
は
社
会
福
祉
の

た
め
に
。

□
雑
巾
80
枚
＝
古
市
町
天
道
長

寿
会
（
一
針
睦
会
）
か
ら
東
保

育
所
へ 寄

付

川
原
町
の
一
部
で

住
所
が
変
更
し
ま
す

食
中
毒
対
策
に

予
防
講
座
を
受
け
よ
う

大
切
な
歯
と
口
を

い
つ
ま
で
も
健
康
に

自
分
に
合
っ
た
方
法
で

タ
バ
コ
の
な
い
生
活
を

健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー
で

運
動
の
習
慣
づ
く
り
を

バルーンで作った愉快な動物たち

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

☎
２
３
４
│
４
９
７
０

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111121



内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

７　
　

月

11
日
㈰

由上小児科医院

（児）
日吉町一丁目
☎231-3646

すがの内科医院

（内）
総社町植野
☎256-8121

中野医院

（内）
新前橋町
☎290-1388

村山医院

（内）
表町一丁目
☎221-4643

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

中村外科医院

（外）
文京町一丁目
☎221-3951

今井産婦人科
内 科 医 院
（産婦）
東片貝町
☎221-1000

小原沢耳鼻咽喉科
婦 人 科 医 院
（耳鼻）
青柳町
☎232-6314

結城眼科医院

（眼）
西片貝町三丁目
☎226-7575

18
日
㈰

戸所小児科医院

（児）
総社町二丁目
☎253-2351

今村内科医院

（内）
昭和町一丁目
☎231-5557

豊田内科医院

（内）
上小出町一丁目
☎234-1223

わかまつ循環器科
内 科 医 院
（内）

西片貝町五丁目
☎243-8700

善衆会病院

（整）
二之宮町
☎268-3321

村谷胃腸科医院

（内外）
朝倉町
☎265-4141

矢崎医院

（産婦）
高崎市剣崎町
☎027-344-3511

耳 鼻 咽 喉 科
貴船クリニック
（耳鼻）
高崎市井野町
☎027-363-7110

たかはし眼科
クリニック
（眼）
高崎市西島町
☎027-350-7077

19
日
㈪

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎251-5622

五十嵐医院

（内）
富士見町原之郷
☎288-2026

加藤クリニック

（内泌）
南町三丁目
☎210-6700

もてぎ内科医院

（内児）
上増田町
☎266-5671

アクザワ医院

（外内児）
天川大島町
☎263-1228

岩上整形外科医院

（整）
小相木町
☎253-3358

神岡産婦人科医院

（産婦）
石倉町五丁目
☎253-4152

耳 鼻 咽 喉 科
川島クリニック
（耳鼻）
西片貝町一丁目
☎260-1187

高橋眼科医院

（眼）
元総社町
☎252-8078

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

７月11日㈰＝細野接骨院（南町三丁目）☎223-3355、真塩接骨院（西片貝町三丁目）☎223-1310
７月18日㈰＝松本接骨院（日吉町三丁目）☎212-2137、大利根接骨院（下新田町）☎252-6701
７月19日㈪＝あさひな接骨院（関根町三丁目）☎260-1234、橋本接骨院（粕川町膳）☎285-4874

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時

休

日

当

番

医

休
日
当
番

心配な人はかかりつけ医などで
受診してください。

健康
帳手

　神経症は心理的なストレスによる心身

の働きの障害で、ドイツ語ではノイローゼ

と言います。神経症は現実を正しく認識す

る能力は保たれることから、統合失調症や

うつ病のような精神障害とは区別されま

すが、軽症のうつ病とは重なる部分があり

ます。

　近年、神経症は病気の国際分類によって

症状別に分けられ、神経症という病名は使

われなくなりました。従来の神経症に含ま

れる主な障害としては、不安障害、強迫性

障害、解離性障害、身体表現性障害などが

あります。

　不安障害には、突然呼吸が苦しくなった

り動悸がしたりして死の恐怖に襲われる

パニック障害や、人前に出るのが極端に苦

手な社交不安障害、新幹線に乗るなど安心

できる場所にすぐ逃げられなくなる状況

を恐れる広場恐怖が含まれます。強迫性障

害では、頭では止めていいと分かっている

のに、考えや行動を繰り返さないと気が済

まなくなる強迫症状が出ます。

　治療は薬とカウンセリングなどの精神

療法の併用が主流で、精神科か心療内科で

受けることができます。

前橋市医師会　加藤　雅人

神経症の話
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広告のページ

婚活最新情報

地元で探す理想のお相手!!

７月の無料相談会3㈯4㈰17㈯18㈰19㈷
7/117/11㈰14:00～㈰14:00～ボウリング＋合コンボウリング＋合コン

＊お世話役のケアスタッフも募集中です＊

ダスキン　ホームインステッドは
家族に代わってご高齢者の
介護やお手伝いをいたします

前橋市千代田町１－８－１１　丸石ビル２階

フリーダイヤル：０１２０－６１１－０８４

 ホームインステッド公園坂下ステーション

こんな方にオススメ！
★家計管理をしっかりやりたいと思っている方

★「住宅ローン」「貯蓄」「保険」の基礎を学びたい方

地元在住ファイナンシャルプランナー
による4回連続講座
★あなたのお金のたまるツボがわかります！

住まいの教室 開校 資金編
第一期生募集（全３回）　限定10組まで無料

第一回目　７月10日㈯13：30～15：30
今後の収入と支出 私立VS公立　前橋テルサ4F 第４研修室

http://www.maebashi-terrsa.or.jp

http://www.ecoshinku.comhttp://www.ecoshinku.com

子育てママのための
お金がたまる！家計術
子育てママのための
お金がたまる！家計術

JAは
地域のくらしを
応援します。

広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせください。（広告スポンサーと市業務とは直接関係ありません）

前橋総合卸売市場へ
月１回、消費者が市場で買い物ができる「だんべえ市」を開催します。

7月24日㈯ 午前10時～12時

新鮮

即売　水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
品目　茶・海苔・一般食料品・菓子・漬物・日用雑貨、生花・米・鶏卵

　　　　　●　今後の開催日　●
8月28日(土)午前10時～12時　(第４土曜日)
9月25日(土)午前10時～12時　(第４土曜日)
前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
URL http://www8.plala.or.jp/maebashi-ichiba/
℡　027－261－3311(前橋市東片貝町３９８)　

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム

補助金を貰って
130万円で発電所になろう

キャンペーン!!
（スレート屋根一面設置3KW標準工事の場合自己負担）税別
その他にも安心工事を低価格で提供しております！

㈱ソーラーエコ
前橋市紅雲町二丁目-6-10 027-221-4811

施工販売（サンヨー・シャープ・三菱・京セラ）社団法人
前橋市シルバー人材センター
本部 前橋市元総社町2-20-6 ℡254-5022
大胡事務所 前橋市河原浜町483 ℡283-2366
富士見事務所 前橋市富士見町田島240 ℡288-2342

元気な高齢者がお仕事をお引き受けします！元気な高齢者がお仕事をお引き受けします！
まずはお気軽にお電話を！
会員募集（60歳以上の方）
経験と能力を活かしてみませんか？

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111123
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編集 こぼれ話

鮮やかなサツキ
来場者を魅了
　石井三区住民センターで６月12日・13日、盆栽展
を行いました。昭和50年から毎年この時季に実施し
ている行事で、盆栽愛好者25人が60鉢を出品。会場
は赤や白、ピンク色の花が付いたサツキで初夏の彩
りに包まれました。来場者は、一点一点、個性あふ
れる作品に足を止め見入っていました。

輪投げで広がる
世代交流の輪

石倉町上石倉

富士見町石井三区

　石倉町上石倉の外堀公園で６月13日、上石倉三世
代輪投げ大会が開催されました。ことしが初めての
実施で、約100人が参加し大盛況。見事なプレーに
は歓声と拍手が沸き起こりました。世代間で励まし
合う姿など、ほほ笑ましい光景も。みんな楽しみな
がら親睦を深めていました。

　大室古墳群公開イベント
（15㌻）を取材。石を削り勾

まが

玉
たま

作りをする子どもたちは全
身汗まみれ。暑さに負けない
集中力に脱帽しました。もう
すぐ夏休み。いろいろな事に
挑戦し、良い思い出を残しま
しょう。夏休み特集（10～
13㌻）も参考に。（根）

表紙の案内

　虹色の道─。荻窪
公園では10種1万株
のアジサイが満開に。
梅雨空を鮮やかに彩
る虹のように、訪れ
る人の目を楽しませ
てくれます。見ごろ
は今月中旬ごろまで
です。　

前田　悠
ゆう

斗
と

ちゃん（１歳11カ月・鳥羽町）

小堀　依
い

歩
ぶ

希
き

ちゃん
（２歳・市之関町

）

長谷川
　隼
しゅん 太

た
ちゃん

（１歳
11カ

月・江
田町）

亀井　貴
たか

斗
と

ちゃん
（１歳11カ月・大利根町一丁目）丁目）

石関　真
み

釉
ゆ

子
ず

ちゃん（１歳11カ月・堀越町）

湯澤　怜
れい

ちゃん（２歳・元総社町二丁目）

湖上の華

●佐藤靖さん・富士見町原之郷
●昨年の８月、赤城山大沼で撮影
　湖面に向けて打ち上げる独特の花火。最後の特大
スターマインは感動しました。


